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 実は「黒耀石体験ミュージアム」の方にも、付近で

子どもたちが黒曜石を拾える場所はないか、問い合わ

せていた。しかし答えは「難しい」ということだった。 

 

 その代わりに、現地（博物館裏手の星糞峠）で採集

された黒曜石をたくさんいただいた。大変貴重な標本

だが、これも子どもたちに配布しようと思っている。 

私はそれでも、何とか現地で黒曜石を拾わせたいと、

いろいろと情報を集め、交渉を繰り返していた。俗に

言う「教師根性」というヤツだ。しかしここまでいく

と、「往生際の悪い教師」に属するだろう。 

現地（長野県小県郡長和町）には、黒曜石を採掘し

て、加工・販売している企業がある。そこにも採掘地

や工場見学を依頼してみたが、安全上の理由で断られ

てしまった。しかし、親切にも、原料（加工前）の黒

曜石の砕片を大量に送ってくださり、林間学校から帰

校後、理科の時間に実験に使うことができた。 

 

 

 上画像は、黒曜石の砕片を送ってくださった「芙蓉

パーライト」のホームページである。この企業は、掘

削許可を得て、現在でも長野県で黒曜石の採掘を続け

ている、数少ない企業の一つだ。もちろん、石斧や矢

じりを作って、イノシシを射止める為ではない。黒曜

石から「パーライト」というものを作っているのだ。 

 火山岩の一種である黒曜石（黒曜岩）には、１～２％

の水分を含むものがある。それを高温（1000℃以上）

で熱すると、中の水分が発泡してパーライトになる。

保水性、排水性、断熱性などに優れ、土壌改良剤（根

腐れ防止）や建築材として生産されているのだ。 

 

「パーライト Perlite」は鉱物として天然にも存在す

るが、ホームセンターや園芸用品店でも簡単に手に入

る。植木鉢やプランターの底に敷いて使うのだ。 


